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　嬉しい加入が続いています。Ａさんは職場の
先輩に

誘われ教採突破講座ZEROに参加。専門部先輩
の助言

を受け組合に加入。Ｂさんは校長の評価が納得
いかず

知り合いのOBに相談。組合に電話し今後の取
り組み

に納得して加入しました。いずれも先輩が気に
かけ声

をかけることがきっかけとなって加入につなが
りまし

た。３月は年度末人事異動。異動する組合員は
支部や

本部に必ず連絡をお願いします。異動先に組合
員さん

がいるかなどの情報交換が円滑にできます。ま
た、異

動を機に組合加入をすすめましょう。大阪市
教は闘

い、前進をする組合です。自信を持ってあなた
の周り

の人に組合加入をすすめましょう。

２
・
11
集
会

専門部先輩の助言で加入専門部先輩の助言で加入
管理職の「評価」とたたかう管理職の「評価」とたたかう

　

第
59
回
「
建
国
記
念

の
日
」
不
承
認
大
阪
府

民
の
つ
ど
い
が
２
月
11

日
に
行
わ
れ
１
７
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
久

保
田
貢
愛
知
県
立
大
学

教
授
が
記
念
講
演
「
戦

後
80
年　

戦
争
の
記
憶

と
戦
後
日
本
の
平
和
意

識
―
青
年
の
戦
争
意
識

を
を
ど
う
育
む
か
―
」

を
行
い
ま
し
た
。

認
識
の
背
景

新
自
由
主
義

　

青
年
の
認
識
の
背
景

と
し
て
、
①
戦
争
・
憲

法
を
軽
視
し
た
教
育
内

容
政
策
、
②
教
育
に
つ

い
て
の
国
家
統
制
強
化

―
教
育
基
本
法
06
年
改

悪
・
学
習
指
導
要
領
体

制
強
化
、
③
歴
史
修
正

主
義
の
横
行
―
政
府
・

一
部
の
メ
デ
ィ
ア
・
右

翼
、
④
教
師
の
多
忙
化

↑
新
自
由
主
義
に
よ
る

競
争
・
評
価
の
激
化
し

た
社
会
、
⑤
新
自
由
主

　

大
阪
市
内
春
闘
宣
言

集
会
が
「
物
価
高
騰
に

負
け
る
な
！
大
幅
賃
上

げ
と
中
小
企
業
支
援

を
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

２
月
20
日
開
か
れ
ま
し

た
。
大
阪
労
連
事
務
局

長
の
嘉
満
智
子
さ
ん
が

「
物
価
高
騰
を
上
回
る

賃
上
げ
で
生
活
を
改
善

さ
せ
よ
う
」
と
講
演
し

ま
し
た
。

　

24
春
闘
で
は
賃
上
げ

を
勝
ち
取
り
、
98
年
か

ら
下
が
り
続
け
て
い
た

時
間
給
や
非
正
規
の
給

与
も
引
き
上
げ
。
し
か

し
、
医
療
、
福
祉
な
ど

の
ケ
ア
労
働
者
の
引
き

上
げ
率
は
ま
だ
低
い
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
戦
争
を

き
っ
か
け
に
物
価
が
上

が
っ
て
お
り
、
給
与
が

上
が
っ
て
も
そ
れ
を
上

回
る
物
価
高
騰
を
報
告

し
ま
し
た
。
エ
ン
ゲ
ル

係
数
は
過
去
最
高
で
あ

り
、
必
要
生
計
費
は
こ

の
３
年
で
月
額
３
万

円
、
時
給
換
算
２
０
０

円
上
が
り
、
暮
ら
し
は

楽
に
な
っ
て
い
な
い
。

普
通
に
働
い
て
生
活
で

き
る
賃
金
に
上
げ
る
こ

と
、
非
正
規
労
働
者
に

依
存
す
る
低
賃
金
構
造

を
解
消
す
る
こ
と
、
最

低
賃
金
の
引
き
上
げ
と

中
小
企
業
支
援
が
大
切

で
す
。

　

万
博
カ
ジ
ノ
で
は
な

く
物
価
対
策
、
中
小
企

業
支
援
が
大
切
。
25
春

闘
に
関
わ
っ
て
ほ
し

い
。
労
働
組
合
が
し
て

い
る
こ
と
知
ら
せ
て
、

一
緒
に
声
を
あ
げ
て
い

こ
う
！
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。

義
社
会
―
時
間
軸
の
短

さ
、
⑥
新
自
由
主
義
社

会
―
自
己
責
任
強
化

（
↓
自
分
へ
の
評
価
を

気
に
す
る
）
と
タ
イ
ム

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
・

コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
の
世
界
、
を
あ
げ
ま

し
た
。そ
の
結
果
、「
赤

紙
」を
知
ら
な
い
（「
赤

札
」
と
誤
記
）、「
原
爆

の
子
の
像
」
を
知
ら
な

い
大
学
生
も
い
ま
す
。

　

歴
史
教
育
の
課
題
と

し
て
、「
加
害
」、「
被

害
」、「
加
担
」、「
抵
抗
」

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

「
加
害
」
侵
略
と
植
民

地
支
配
。「
被
害
」
原

爆
・
空
襲
な
ど
。「
加

担
」
戦
時
翼
賛
体
制
に

動
員
さ
れ
た
国
民
。

「
抵
抗
」
さ
ま
ざ
ま
な

場
面
で
戦
争
に
抵
抗
し

た
人
々
、
無
産
者
診
療

所
な
ど
。
青
年
の
戦
争

認
識
が
、「
被
害
」
の

う
す
い
認
識
だ
け
に
さ

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

国
家
（
権
力
）
が
暴

走
し
、
人
々
を
苦
し

め
、
傷
つ
け
た
歴
史
を

経
て
日
本
国
憲
法
が
施

行
さ
れ
た
、
日
本
国
憲

法
が
誕
生
し
た
過
程

も
、
そ
の
意
味
も
学
ぶ

こ
と
が
困
難
に
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

　

戦
後
80
年
は
「
戦
争

の
記
憶
」
を
も
と
に
、

権
利
と
平
和
を
前
進
さ

せ
て
き
た
歴
史
。

青
年
の
戦
争

認
識
を
育
む

　

求
め
ら
れ
る
こ
と

は
、
①
地
域
・
職
場
で

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争

の
系
統
的
な
学
び
の

場
。
②
学
校
教
育
へ
の

支
援
を
。
歪
ん
だ
教
育

政
策
へ
の
反
論
を
。
③

地
域
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

の
保
存
と
活
用
を
。
地

域
か
ら「
平
和
の
文
化
」

を
。
④
「
天
皇
制
」
に

関
わ
る
文
化
へ
の
抵
抗

を
。「
Ｘ
デ
ー
」
へ
の

警
戒
を
。
⑤
新
自
由
主

義
へ
の
対
抗
を
。
⑥
良

心
的
な
メ
デ
ィ
ア
と
の

友
好
を
。
自
ら
積
極
的

　

第
53
回
公
害
環
境
デ

ー
が
２
月
１
日
に
開
か

れ
、
気
象
学
者
で
Ｉ
Ｐ

Ｃ
Ｃ
（
気
候
変
動
に
関

す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
）

の
主
執
筆
者
で
あ
る
江

守
正
多
東
京
大
学
未
来

ビ
ジ
ョ
ン
研
究
セ
ン
タ

ー
教
授
が
講
演
「
地
球

沸
騰
化
の
時
代　

未
来

を
拓
く
た
め
に　

ど
う

す
る
？
」
を
行
い
ま
し

た
。

　

世
界
も
日
本
も
24
年

は
記
録
的
な
高
温
、
産

業
革
命
前
か
ら
＋
１
・

６
℃
。温
暖
化
で
洪
水
、

海
面
上
昇
、
水
不
足
、

熱
波
、
森
林
火
災
、
生

態
系
の
損
失
（
珊
瑚
白

化
）、
感
染
症
、
強
い

台
風
、
食
料
不
足
が
起

こ
り
、
原
因
に
責
任
の

無
い
人
た
ち
が
深
刻
な

影
響
を
受
け
ま
す
。

　

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
の
最
新
報

告
書
は
何
を
言
っ
て
い

る
の
か
。
気
候
変
動
対

策
は
早
く
や
っ
た
ほ
う

が
い
い
。
人
類
は
必
要

な
資
金
も
技
術
の
大
部

分
も
持
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
今
す
ぐ
急
激

に
舵
を
切
ら
な
い
と
、

実
現
不
可
能
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
現
状
の

転
換
ス
ピ
ー
ド
も
投
資

も
ま
っ
た
く
足
り
て
い

ま
せ
ん
。
イ
ン
フ
ラ
や

社
会
シ
ス
テ
ム
が
化
石

な
発
信
を
。
⑦
リ
ベ
ラ

ル
青
年
層
の
認
識
と
の

接
点
を
探
る
―
「
ジ
ェ

ン
ダ
ー
」「
環
境
」。

燃
料
依
存
の
パ
タ
ー
ン

か
ら
抜
け
出
せ
て
い
ま

せ
ん
。「
石
器
時
代
が

終
わ
っ
た
の
は
、
石
が

無
く
な
っ
た
か
ら
で
は

な
い
」（
元
サ
ウ
ジ
ア

ラ
ビ
ア
石
油
相
）。
人

類
は
「
化
石
燃
料
文

明
」
を
卒
業
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

　

大
阪
労
連
・
大
阪
市

地
区
協
議
会
は
２
月
４

日
「
25
年
度
大
阪
市
予

算
に
対
す
る
要
望
書
」

交
渉
（
教
育
行
政
項

目
）
を
行
い
ま
し
た
。

　

夜
遅
く
ま
で「
残
業
」

し
て
の
授
業
準
備
、
休

日
に
指
導
案
を
作
成
す

る
な
ど
「
長
時
間
労

働
」
に
追
わ
れ
る
原
因

と
な
っ
て
い
る
「
学
力

向
上
支
援
チ
ー
ム
事

業
」
の
軽
減
を
要
求
。

市
教
委
は
「
学
習
指
導

案
を
略
案
に
す
る
等
、

教
員
の
負
担
軽
減
に
つ

と
め
て
お
り
、
指
導
案

作
成
等
『
業
務
の
持
ち

帰
り
』
が
発
生
し
な
い

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
」と
回
答
し
ま
し
た
。

　

大
阪
市
子
ど
も
の
生

活
に
関
す
る
実
態
調
査

報
告
書
が
、「
就
学
援

助
の
受
給
率
の
向
上
」、

教
育
費
お
よ
び
「
隠
れ

教
育
費
」
の
軽
減
を
求

め
て
お
り
、
就
学
援
助

制
度
の
捕
捉
率
を
上
げ

る
こ
と
、
就
学
援
助
の

費
目
を
拡
大
す
る
こ

と
、
す
べ
て
の
教
育
費

の
完
全
無
償
化
を
求
め

ま
し
た
が
従
前
の
回
答

に
終
始
し
ま
し
た
。

　

大
阪
市
教
職
員
組
合

協
議
会
（
市
教
協
）
は

２
月
25
日
労
働
条
件
交

渉
を
行
い
ま
し
た
。
府

立
高
校
オ
ン
ラ
イ
ン
出

願
シ
ス
テ
ム
で
休
日
、

時
間
外
勤
務
が
増
え
た

こ
と
を
指
摘
し
ま
し

た
。時

間
外
手
当

支
給
せ
よ

　

給
特
法
は
教
育
職
員

に
時
間
外
勤
務
手
当
を

支
給
し
な
い
と
定
め
、

宿
泊
を
伴
う
学
校
行
事

で
、
割
り
振
ら
れ
た
勤

務
時
間
の
終
了
後
に
児

童
の
け
が
や
病
気
等
で

突
発
的
に
時
間
外
勤
務

の
必
要
が
あ
っ
た
場
合

で
も
、
夜
間
勤
務
手
当

や
深
夜
の
割
り
増
し
賃

金
が
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
。
15
時
間
半
の
割
り

振
り
も
実
態
に
合
っ
て

い
ま
せ
ん
。
手
当
支
給

と
割
り
振
り
の
改
善
を

求
め
ま
し
た
。

　

市
教
委
は
「『
勤
務

間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
制

度
』
の
導
入
に
つ
き
ま

し
て
は
、
本
市
全
体
の

動
向
を
注
視
し
、
適
切

に
対
処
」
と
回
答
し
ま

し
た
。

　

人
事
院
が
通
知
し
た

11
時
間
の
イ
ン
タ
ー
バ

ル
は
当
然
の
こ
と
（
７

時
に
出
勤
す
る
な
ら
前

夜
８
時
ま
で
に
退
勤
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）

で
あ
る
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。
各
学
校
園
で

11
時
間
を
確
保
で
き
な

い
実
態
が
あ
っ
て
は
な

り
ま
せ
ん
。

年度末人事内示
苦情相談

３月12日（水）18時３月12日（水）18時
大阪市教育会館東館大阪市教育会館東館

しんかんフェスタしんかんフェスタ
絵本作家　近藤薫美子さ　

　ん

４月19日（土）13時半
◇学級開き講座４月４日
大阪市教育会館東館

地
球
沸
騰
化
の
時
代

地
球
沸
騰
化
の
時
代

化
石
燃
料
文
明
卒
業

化
石
燃
料
文
明
卒
業

物
価
高
上
回
る
大
幅
賃
上
げ
を

25
春
闘
宣
言
集
会

「
学
力
向
上
」
負
担
軽
減
せ
よ

勤
務
間
11
時
間
は
当
然

戦後80年 戦争の記憶と
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